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国
労
東
北
協
議
会

労
働
講
座
・
交
流
会
を
開
催

平
成
採
用
組
合
員
を
交
え
て
交
流

国
労
東
北
協
議
会
（
仙
台
・

盛
岡
・
秋
田
地
本
で
構
成
）

は
一
一
月
二
三
日
に
、
盛
岡

国
労
会
館
に
お
い
て
、
国
労

東
北
労
働
講
座
・
平
成
組
合

採
用
組
合
員
交
流
会
を
開
催

し
た
。

は
じ
め
に
労
働
講
座
と
し

て
、
村
上
一
也
弁
護
士
（
東

京
共
同
法
律
事
務
所
）
か
ら

「
社
員
代
表
者
の
役
割
と
、

社
友
会
・
労
働
組
合
の
違
い
に

つ
い
て
」
の
講
演
が
さ
れ
た
。

労
基
法
の
説
明
や
労
働
組
合
の

役
割
、
団
結
権
な
ど
労
働
基
本

権
の
し
く
み
・
権
利
、
36
協
定

に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に
渡
る
説

明
が
さ
れ
た
。

続
く
交
流
会
で
は
、
沢
田
議

長
か
ら
「
分
割
・
民
営
化
の
時

に
最
初
に
行
わ
れ
た
の
が
、
現

場
協
議
制
の
廃
止
だ
っ
た
。
次

に
伊
豆
大
川
へ
組
休

＋
年
休
で
学
習
に
行
っ

て
い
た
の
が
、
組
休

を
認
め
な
く
な
っ
た
。

労
働
者
教
育
を
権
力

者
は
嫌
っ
た
。
今
日

の
交
流
を
通
し
て
情

報
共
有
し
、
学
び
あ
っ

た
事
を
現
場
で
運
動

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
、
東
日

本
本
部
・
武
田
組
織

部
長
と
、
東
日
本
本

部
・
木
村
青
年
部
書
記
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
さ
れ
た
。

組
織
拡
大
に
向
け
た
活
動
報

告
と
し
て
、
郡
山
設
備
分
会
・

小
檜
山
さ
ん
か
ら
「
郡
山
駅
に

お
け
る
五
名
の
加
入
に
負
け
な

い
よ
う
に
説
明
会
を
開
い
た
。

加
入
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
自

信
が
つ
い
た
。
そ
の
後
分
会

と
い
う
よ
り
、
電
力
職
場
全

体
で
の
関
わ
り
か
ら
、
今
後

諸
先
輩
が
い
な
く
な
っ
た
時

に
職
場
が
困
る
だ
ろ
う
と
佐

藤
匠
さ
ん
が
加
入
。
佐
藤
さ

ん
の
回
り
に
若
手
を
集
め
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
報
告
が
あ
り
、
盛
岡
地
本
・

及
川
執
行
委
員
か
ら
は
盛
岡

地
本
に
お
け
る
取
り
組
み
の

報
告
、
東
北
貨
物
協
・
石
戸

谷
副
議
長
か
ら
も
新
人
事
賃

金
制
度
や
、
低
賃
金
で
働
か

せ
ら
れ
て
い
る
東
北
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
の
問
題
な
ど
、
多

く
の
仲
間
か
ら
報
告
が
さ
れ

た
。平

成
採
用
者
か
ら
の
報
告

で
は
、
小
牛
田
運
輸
区
・
三

浦
さ
ん
か
ら
「
現
場
で
は
管

理
者
に
も
の
を
言
え
る
先
輩

が
い
る
。
突
っ
ぱ
ね
る
だ
け

で
は
な
く
、
落
と
し
ど
こ
ろ

も
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
自

分
の
仕
事
を
き
っ
ち
り
や
り

た
い
」
、
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
仙
台

駅
・
猿
渡
さ
ん
か
ら
は
「
仕

事
で
困
っ
て
い
る
事
は
み
ん

な
一
緒
。
国
労
の
先
輩
に
言

う
と
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
。

女
性
の
組
合
員
も
増
え
る
と

い
い
な
と
思
い
、
先
輩
に
も
話

し
て
い
る
。
本
体
と
同
じ
仕
事

を
し
て
い
る
の
に
一
時
金
が
少

な
い
。
組
合
員
を
増
や
し
て
会

社
と
話
を
し
た
い
」
な
ど
の
報

告
が
さ
れ
た
。

集
会
の
最
後
に
、
幹
事
の
仙

台
地
本
・
原
子
書
記
長
か
ら

「
報
告
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、

組
織
拡
大
に
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
。
意
思
統
一
を
各
地
方
で
し

て
も
ら
い
、
国
労
運
動
の
継
承

の
為
に
も
、
労
働
条
件
改
善
の

為
に
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
な

ど
の
ま
と
め
が
あ
り
、
集
会
は

終
了
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
員
交
流
会

相
鉄
車
両
基
地
を
見
学

東
日
本
本
部
は
、
一
一
月

二
日
（
土
）
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
労
働
組

合
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ー
Ｕ
）
と
共
催

で
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
員
視
察
・
交

流
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
視
察
は
、
相
模
鉄
道

労
働
組
合
の
協
力
を
得
て
、
Ｊ

Ｒ
と
直
通
運
転
が
目
前
に
迫
っ

た
相
模
鉄
道
の
か
し
わ
台
車
両

セ
ン
タ
ー
を
視
察
・
見
学
し
た
。

車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
所
長

か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

視
察
で
は
分
会
長
に
車
両
セ
ン

タ
ー
内
を
回
り
な
が
ら
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
へ
直
通
す
る
１

２
０
０
０
系
の
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
、
仕
様
を
極
力
埼
京
線

Ｅ
２
３
３
系
７
０
０
０
番
台
と

合
わ
せ
、
一
部
は
最
新
の
Ｅ
２

３
５
系
の
も
の
を
取
り
入
れ
、

一
方
で
先
頭
車
の
形
状
や
色
で

独
自
色
を
出
し
て
い
る
な
ど
、

細
か
い
説
明
を
し
て
い
た
だ
い

た
。ま

た
、
工
場
内
の
各
種
機
器

に
つ
い
て
も
、
組
合
か
ら
の
要

望
・
提
案
で
、
集
塵
機
を
設
置

し
た
り
楽
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
な
様
々
な
機
器
を
導
入
し
て

い
る
と
こ
ろ

を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。

視
察
終
了

後
は
、
横
浜
・

中
華
街
に
移

動
し
て
昼
食

を
と
り
な
が

ら
、
同
じ
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
員

ど
う
し
、
自

己
紹
介
を
し

な
が
ら
職
場

の
話
も
交
え

て
交
流
を
深

め
合
っ
た
。

委
員
長
・
書
記
長
会
議

秋
季
闘
争
勝
利
へ
意
思
統
一
を
図
る
！

東
日
本
本
部
は
、
一
一
月

七
日
に
東
京
地
本
会
議
室
に

お
い
て
、
各
地
方
本
部
委
員

長
・
書
記
長
会
議
を
開
催
し
、

年
末
一
時
金
満
額
獲
得
へ
向

け
た
秋
季
闘
争
や
、
組
織
拡

大
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
、
台
風
や
大
雨
被
害
の
情

報
共
有
化
・
意
思
統
一
を
行
っ

た
。最

初
に
大
沼
委
員
長
か
ら

「
組
合
員
か
ら
台
風
被
害
の

報
告
は
あ
っ
た
が
、
ケ
ガ
の

報
告
は
無
か
っ
た
。
ま
ず
は

本
部
が
提
起
し
て
い
る
義
援

金
カ
ン
パ
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
東
日
本
本
部
も
い
わ

き
地
区
で
救
援
活
動
を
行
っ

た
。
今
後
、
春
闘
や
組
織
拡

大
へ
各
地
方
も
全
力
を
挙
げ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
あ
い
さ

つ
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
伊
藤
書
記
長
か
ら

台
風
被
害
の
現
状
、
秋
季
闘
争

の
取
り
組
み
、
協
約
改
定
・
労

働
条
件
改
善
へ
の
取
り
組
み
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
、
当
面
す
る
行
動
な
ど
、

多
岐
に
渡
る
全
体
で
の
意
思
統

一
が
さ
れ
た
。

１
人
で
悩
ま
ず

　
　
　

国
労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

　

が
ん
ば
ろ
う
！
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国
労
東
日
本
電
気
協
議
会
は
、

一
一
月
一
六
日
に
東
京
地
本
会

議
室
に
お
い
て
、
第
三
二
回
定

期
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
の
は
じ
め
に
、
大
角

議
長
は
「
電
気
部
門
の
変
革
２

０
２
２
が
一
月
に
提
案
さ
れ
、

在
来
線
・
新
幹
線
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
の
三
つ
に
分
け
て
交
渉
を

進
め
て
き
た
。
籠
原
事
故
の
よ

う
な
、
会
社
施
策
の
不
備
か
ら

起
き
た
事
故
を
再
発
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
点
検
を
確
実
に
行
い

改
善
交
渉
に
繋
げ
て
い
く
。
繰

り
返
し
発
生
し
て
い
る
事
象
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
技
術
継
承

が
ま
ま
な
ら
な
い
現
状
で
、
感

電
な
ど
人
為
的
被
害
が
出
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
会
社
に
技

術
者
育
成
を
真
剣
に
求
め
て
い

く
」
な
ど
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。
ま
た
、
来
賓
の
東

日
本
本
部
・
渡
辺
副
委
員
長
、

全
国
電
協
・
菊
島
事
務
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

経
過
報
告
・
方
針
提
案
の
あ

と
、
各
代
議
員
か
ら
の
発
言
が

あ
り
「
秋
田
Ｍ
Ｃ
は
、
三
つ
の

Ｍ
Ｃ
が
一
つ
に
さ
れ
、
二
二
名

か
ら
一
三
名
に
な
っ
た
。
緊
急

点
検
に
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
行
か
な
い

の
で
直
轄
で
対
応
。
工
事
立
ち

合
い
も
三
Ｍ
Ｃ
ぶ
ん
行
く
の
で

夜
勤
も
多
い
。
平
成
採
用
者
と

し
て
、
四
年
後
が
不
安
（
秋
田
）
」
、

「
電
力
で
は
本
務
エ
ル
ダ
ー
が

六
人
。
エ
ル
ダ
ー
の
行
き
先
が

一
ケ
月
前
提
示
で
は
生
活
設
計

が
で
き
な
い
。
移
管
Ｍ
Ｃ
は
一

〇
名
で
や
っ
て
い
た
事
を
六
名

で
や
っ
て
い
る
（
盛
岡
）
」
、

「
電
線
交
差
個
所
断
線
事
故
で
、

施
行
時
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
保
全
巡
回
も
線
路

外
か
ら
見
る
だ
け
。
電
力
軌
陸

車
運
転
に
は
中

型
免
許
が
必
要
。

会
社
は
限
定
解

除
取
得
を
受
け

さ
せ
て
い
る
が
、

Ａ
Ｔ
限
定
の
人

は
、
時
間
・
費

用
を
個
人
負
担

さ
せ
ら
れ
て
い

る
（
八
王
子
）
」
、

「
踏
切
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、

要
員
が
足
り
な

い
。
団
交
で
は

会
社
は
足
り
て

い
る
と
言
う
が
、

実
際
に
は
技
セ

か
ら
も
来
て
も

ら
っ
て
行
っ
て
い
る
。
品
川
の

線
路
切
り
替
え
に
多
く
の
人
が

行
っ
て
い
る
。

後
に
必
要
な

の
は
人
だ
（
新
潟
）
」
な
ど
多

く
の
報
告
が
さ
れ
た
。

後
に

大
角
議
長
（
再
選
）
・
加
藤
事

務
長
（
再
選
）
な
ど
を
選
出
し
、

議
長
集
約
で
組
織
拡
大
、
要
求

集
約
・
交
渉
、
エ
ル
ダ
ー
問
題

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
挙

げ
て
い
こ
う
と
集
約
さ
れ
、
委

員
会
は
終
了
し
た
。

国
労
東
日
本
運
輸
協
議
会
は
、

一
一
月
一
五
日
に
南
部
労
政
会

館
に
お
い
て
、
第
三
二
回
定
期

委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
は
石
塚
副
議
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
委
員
会
議
長
に

は
滝
口
委
員
（
神
奈
川
地
区
本

部
）
が
選
出
さ
れ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
三
留
議

長
は
「
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

災
害
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
職

場
の
問
題
点
が
見
え
て
き
た
事

も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
職
場
で

の
要
求
や
協
議
で
い
い
方
に
動

い
た
事
も
あ
っ
た
。
組
合
つ
ぶ

し
が
進
み
、
い
ろ
ん
な
施
策
が

進
む
。
今
日
の
議
論
を
地
方
に

持
ち
帰
っ
て
、
向
上
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
東
日

本
本
部
・
常
盤
教
宣
部
長
が
、

今
回
の
災
害
の
被
害
や
今
後
の

課
題
、
秋
季
年
末
闘
争
の
経
過
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

佐
藤
事
務
長
か
ら
経
過
報
告
・

方
針
案
の
提
案
が
あ
り
、
討
論

で
は
多
く
の
委
員
か
ら
職
場
で

の
取
り
組
み
や
実
態
報
告
が
さ

れ
た
。
水
戸
・
河
野
委
員
か
ら

は
「
駅
の
委
託
、
窓
口
廃
止
、

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
の
廃
止
。
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
で

は
な
い
。
常
磐
線
の
不
通
区
間

の
試
運
転
が
一
二
月
か
ら
始
ま

る
が
、
放
射
線
の
問
題
が
依
然

と
し
て
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
が
繁

殖
し
て
い
て
衝
突
事
故
が
頻
繁

に
発
生
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

荒
川
沖
駅
で
は
、
終
電
後
に
駅

内
を
点
検
し
て
支
店
に
終
了
報

告
し
て
い
る
が
、
一
時
三
〇
分

か
ら
休
憩
な
の
に
、
一
時
三
〇

分
に
電
話
し
て
い
る
。
お
か
し

い
と
思
い
、
一
時
二
五
分
報
告

に
変
更
さ
せ
た
」
、
千
葉
・
太

田
委
員
か
ら
は
「
台
風
時
、
停

電
で
情
報
が
全
く
入
ら
ず
、
一

〇
日
に
は
電
車
が
動
き
出
し
た

と
の
誤
報
で
利
用
者
に
詰
め
寄

ら
れ
た
。
二
一
号
の
時
は
誉
田

駅
で
停
車
し
た
列
車
で
三
〇
〇

人
が
夜
明
か
し
を
し
、
乾
パ
ン

な
ど
災
害
用
品
を
配
布
し
た
」
、

新
潟
・
羽
豆
委
員
か
ら
は
「
日

勤
駅
な
の
で
、
台
風
な
ど
混
乱

時
に
出
勤
し
て
も
運
転
状
況
な

ど
全
く
分
か
ら
な
い
中
で
仕
事

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
豪
雪
時
の

対
策
で
大
型
の
除
雪
機
を
数
か

所
に
配
備
し
た
が
、
使
用
時
に

運
搬
し
て
も
ら
う
業
者
が
決
ま

ら
な
い
」
、
高
崎
・
近
藤
委
員

か
ら
は
「
以
前
大
雪
の
時
に
、

出
勤
や
自
宅
待
機
な
ど
の
指
示

が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
り
、
指
示

無
し
だ
っ
た
時
が
あ
り
、
そ
の

際
に
団
交
を
行
っ
た
。
今
回
の

災
害
で
は
前
泊
・
タ
ク
シ
ー
・

レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に

指
示
が
さ
れ
た
」
な
ど
、
職
場

で
の
取
り
組
み
や
今
回
の
災
害

時
に
つ
い
て
の
報
告
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
方
針
案
・
予
算
案
が

承
認
さ
れ
、
一
年
間
の
方
針
が

確
立
し
、
職
場
労
働
条
件
改
善

と
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
決
意

が
全
体
で
さ
れ
、
委
員
会
は
終

了
し
た
。

東
日
本
電
気
協
議
会

定
期
委
員
会
を
開
催

事
故
を
再
発
さ
せ
な
い
！

技
術
者
育
成
を
求
め
よ
う
！

東
日
本
運
輸
協
議
会

定
期
委
員
会
を
開
催

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
を
！

労
働
条
件
改
善
！
組
織
拡
大
に
全
力
を
！




